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生
き
て
い
る
牛
を
相
手
に
し
た
妊
娠
診

断
、牛
か
ら
の
血
液
採
取
、小
さ
な
家
畜
「
ミ

ツ
バ
チ
」
の
行
動
観
察
、
ふ
ん
尿
で
汚
れ
た

水
の
浄
化
、
人
間
の
鼻
に
よ
る
臭
い
の
測
定

な
ど
、
現
役
の
高
校
生
に
と
っ
て
普
段
体
験

で
き
な
い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
サ
イ
エ

ン
ス
キ
ャ
ン
プ
２
０
０
８
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
し
て
、
サ
イ
エ

ン
ス
に
対
す
る
好
奇
心
を
高
め
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
現
在
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
畜

産
物
の
生
産
に
関
わ
る
技
術
開
発
に
も
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
、
今
年
度
の
ね
ら

い
で
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
ハ
チ
ミ
ツ
と
ク
ロ
ー
ン 

～

豊
か
な
食
と
や
さ
し
い
環
境
を
は
こ
ぶ
畜
産

の
最
新
研
究
を
学
ぶ 

～
」
で
、
七
月
三
十

日
～
八
月
一
日
の
三
日
間
に
、
①
家
畜
生
理

栄
養
コ
ー
ス
、
②
環
境
に
優
し
い
家
畜
コ
ー

ス
、
③
家
畜
の
中
の
ミ
ツ
バ
チ
を
知
る
コ
ー

ス
の
三
コ
ー
ス
に
各
三
名
ず
つ
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。
九
名
も
の
参
加
者
は
過
去
最
大
で

し
た
。

　

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
超
音

波
診
断
装
置
を
用
い
た
牛
の
妊
娠
診
断
、
血

糖
値
の
牛
血
液
成
分
の
計
測
、
ミ
ツ
バ
チ
の

卵
を
用
い
た
Ｒ
Ｎ
Ａ
干
渉
実
験
、
優
良
な
家

畜
を
飛
躍
的
に
増
殖
す
る
ク
ロ
ー
ン
技
術
や

体
外
受
精
の
実
験
、
家
畜
を
精
密
に
栄
養
管

理
す
る
た
め
の
飼
料
の
設
計
、
微
生
物
で
汚

水
を
浄
化
す
る
実
験
、
人
間
の
嗅
覚
で
判
定

し
た
臭
い
の
強
さ
の
数
値
化
な
ど
を
研
究
員

の
指
導
の
下
で
行
っ
た
り
、見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
搾
乳
の
体
験
、
牛
舎
や
関
連
設
備
の

見
学
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
過
密
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
各
研
究
チ
ー
ム
の
多
大

な
協
力
に
よ
り
、
予
定
通
り
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
受
講
し
た
学
生
達
は
、
将
来
畜
産
経

営
を
志
望
し
て
い
る
、
進
路
の
選
択
の
契
機

と
し
た
い
、
実
家
が
動
物
診
療
所
を
営
ん
で

い
る
、
養
蜂
業
に
関
心
が
あ
る
、
な
ど
様
々

な
動
機
か
ら
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て

も
個
性
あ
ふ
れ
る
九
名
で
し
た
が
、
全
員
に

共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
終
日
熱
心
に
講

義
に
聴
き
入
り
、
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
自

分
に
役
立
て
た
い
と
い
う
意
欲
が
見
ら
れ
、

積
極
的
に
実
験
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と

で
す
。

　

三
日
間
と
い
う
短
い
キ
ャ
ン
プ
で
し
た

が
、
現
在
の
よ
う
に
美
味
し
い
畜
産
物
を
味

わ
え
る
の
は
長
い
年
月
に
わ
た
る
研
究
の
積

み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
安
全
、
安
心

な
畜
産
物
の
供
給
に
対
し
て
も
畜
産
草
地
研

究
所
が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
理
解

し
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン

プ
を
通
じ
て
、
科
学
に
対
す
る
興
味
や
畜
産

に
対
す
る
理
解
が
一
層
深
ま
り
、
必
ず
、
受

講
生
達
の
将
来
に
役
立
っ
て
く
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

（
企
画
管
理
部 

情
報
広
報
課　

岡
田
明
子
）

Topics

科
学
技
術
へ
の
夢
を
は
ぐ
く
ん
だ

　
　
　
　

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
２
０
０
８

孵ったばかりの幼虫の中から
女王を作成する方法を説明

搾乳の体験
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は
、
東
ア
ジ
ア
温
帯
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
で
自

給
飼
料
増
産
に
向
け
た
技
術
開
発
に
取
り
組

む
日
本
、
韓
国
、
中
国
の
研
究
者
ら
を
中
心

と
し
て
、
飼
料
イ
ネ
の
最
新
研
究
成
果
を
世

界
へ
発
信
し
た
と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア
研

究
者
と
の
有
益
な
研
究
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

（
機
能
性
飼
料
研
究
チ
ー
ム　

蔡　

義
民
）

　

第
十
三
回
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
畜
産
学
会

議
（
Ａ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
飼
料
イ
ネ
生
産
」
を
、

中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
畜
産
草
地

研
究
所
、
作
物
研
究
所
の
共
催
で
、
平
成

二
十
年
九
月
二
十
三
日
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ

イ
国
際
会
議
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
大
学
や
研
究

所
な
ど
か
ら
、
約
八
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
主
催
者
等
を
代
表
し
て
、
独
立
行
政

法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

理
事
、
中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
丸

山
清
明
所
長
が
挨
拶
し
、
次
い
で
同
関
東
飼

料
イ
ネ
研
究
チ
ー
ム
の
石
田
元
彦
チ
ー
ム
長

よ
り
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
飼
料
イ
ネ
生
産
の

重
要
性
に
つ
い
て
基
調
講
演
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
一
般
講
演
で
は
、
中
国
農
業
大
学
の

玉
柱
助
教
授
、
韓
国
畜
産
研
究
所
の
徐
成
博

士
、
マ
レ
シ
ー
ア
家
畜
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー

（M
A

RD
I

）
のRam

li

博
士
が
、
そ
れ
ぞ

れ
自
国
の
飼
料
イ
ネ
に
関
す
る
研
究
・
利
用

の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

作
物
研
究
所
の
加
藤
浩
上
席
研
究
員
、
山
形

大
学
高
橋
敏
能
教
授
お
よ
び
筆
者
が
、
飼
料

イ
ネ
の
新
し
い
品
種
の
育
種
、
収
穫
調
製
、

乳
・
肉
牛
へ
の
給
与
技
術
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
を
背
景
と
し
た
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
生
産
の
た
め
、
穀
物
や
飼
料
価
格
が

高
騰
し
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
日
中
韓
に
お

い
て
も
共
通
の
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
輸
入
飼
料
の
価
格
高
騰
へ
の
対
応
策
と

し
て
、
日
本
で
は
農
研
機
構
が
研
究
・
技
術

開
発
の
先
頭
に
立
ち
、
飼
料
イ
ネ
の
生
産
・
普

及
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
韓
国
と
中
国

で
も
国
家
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
と

し
て
位
置
づ
け
、
飼
料
イ
ネ
の
調
製
と
利
用

に
向
け
た
研
究
が
着
実
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
米
消
費
量
の
減

少
、
畜
産
物
消
費
量
の
増
大
、
自
給
飼
料
の

不
足
に
直
面
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況

の
な
か
で
開
催
さ
れ
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Topics

Ａ
Ａ
Ａ
Ｐ
サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
飼
料
イ
ネ
生
産
」
の
開
催

シンポジウムスピーカーと主催者等の記念撮影
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家畜育種増殖研究チーム

佐　藤　正　寛
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畜
化
に
伴
う
遺
伝
的
能
力
の
趨
勢
を
示
す
と

と
も
に
、
選
抜
実
験
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
集
団
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

ブ
タ
は
今
か
ら
九
千
年
以
上
も
前
に
イ
ノ

シ
シ
を
家
畜
化
し
た
も
の
で
す
。
イ
ノ
シ
シ

は
春
に
出
産
し
、
そ
の
産
子
数
は
四
頭
程
度

で
す
が
、
ブ
タ
は
周
年
繁
殖
で
産
子
数
も
十

頭
前
後
、
中
に
は
二
十
頭
以
上
産
む
も
の
も

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
劇
的
変
化
は
、
育
種

理
論
が
実
用
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
僅
か

こ
こ
数
十
年
あ
ま
り
の
間
に
起
こ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
畜
化
さ
れ
た
動
物

は
、
育
種
理
論
は
も
と
よ
り
、
遺
伝
と
い
う

現
象
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
は
る
か
以
前

か
ら
、
少
な
か
ら
ず
自
然
選
択
的
な
選
抜
を

受
け
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。た
と
え
ば
、

発
育
の
よ
い
ブ
タ
は
早
く
成
熟
す
る
た
め
世

代
間
隔
が
短
く
、
結
果
と
し
て
一
定
期
間
内

に
残
す
子
孫
の
数
が
多
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

産
子
数
の
多
い
ブ
タ
も
、
多
く
の
遺
伝
子
を

後
世
に
残
し
ま
す
。
た
だ
し
、
産
子
数
が
多

い
と
子
豚
の
体
重
は
小
さ
く
な
る
傾
向
に
あ

る
た
め
、
成
長
期
に
お
け
る
発
育
遅
延
な
ど

の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自

然
界
で
は
不
利
に
働
く
形
質
で
も
、
家
畜
化

に
よ
る
天
敵
か
ら
の
保
護
や
餌
の
保
証
は
、

選
抜
し
て
い
な
い
の
に

　
　

ブ
タ
の
離
乳
頭
数
が
増
加
す
る
⁉

新
た
な
自
然
選
択
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

離
乳
頭
数
は
、
産
子
数
×
子
豚
生
存
率
で

表
さ
れ
、
ブ
タ
の
繁
殖
能
力
の
中
で
最
も
重

要
視
さ
れ
て
い
る
育
種
対
象
形
質
の
一
つ
で

す
。
家
畜
化
さ
れ
る
と
、
人
為
的
な
選
抜

を
受
け
な
く
て
も
離
乳
頭
数
の
少
な
い
個

体
に
対
し
て
自
然
選
択
的
な
淘
汰
が
働
き
、

離
乳
頭
数
が
増
加

す
る
と
い
う
現
象

を
理
論
的
に
導
き
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
そ
の
様
相
を
確

認
し
ま
し
た
（
図

１
）。
こ
の
現
象
は

多
胎
動
物
に
共
通

で
、
集
団
平
均
が

少
な
い
場
合
や
集

団
の
サ
イ
ズ
が
小

さ
い
場
合
に
顕
著

に
表
れ
ま
す
（
表

１
）。
本
結
果
は
家

表１　繁殖集団のサイズおよび繁殖用に育成される雌子の一腹あたりの
頭数が異なる場合の 10世代後の離乳頭数の増加量

2 3 4 5
 ♂6♀30 0.258 0.260 0.277 0.294
 ♂8♀40 0.203 0.221 0.240 0.251
 ♂10♀50 0.177 0.201 0.208 0.211

繁殖用に残される雌子の最大頭数 / 腹
集団のサイズ

0 20 40 60 80 100

8

6

4

2

0

世代0の集団平均＝8頭

世代0の集団平均＝6頭

世代0の集団平均＝4頭

世　代

離
乳
頭
数

図１　家畜化に伴う自然選択による離乳頭数の推移
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研究者
訪　問

飼料作物育種研究チーム

間　野　吉　郎

研究者
訪　問
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図２　テオシントの湛水条件下
　　　地表根形成通気組織

トウモロコシ（通気組織無し）　　　テオシント（通気組織有り）

図３　テオシントの根の通気組織形成能 図 1　トウモロコシの近縁種テオシント

　

畑
作
物
の
耐
湿
性
研
究
は
た
い
へ
ん
難
し

く
、
こ
れ
ま
で
育
種
手
法
も
あ
ま
り
明
確
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

も
同
様
で
耐
湿
性
研
究
は
国
内
外
に
お
い
て

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
栽
培
種

に
お
け
る
耐
湿
性
の
系
統
変
異
が
小
さ
い
こ

と
に
加
え
、
耐
湿
性
が
複
数
要
因
の
関
与
す

る
難
関
形
質
で
あ
る
た
め
、
依
然
と
し
て
耐

湿
性
の
強
い
実
用
品
種
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
中
米
に
自
生
す
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
近
縁
種
で
、
水
浸
し
の
低
地
に
自
生

す
る
な
ど
の
点
で
ユ
ニ
ー
ク
な
遺
伝
資
源
テ

オ
シ
ン
ト
（
図
１
）
に
い
ち
早
く
着
目
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
耐
湿
性
に
関
係
す
る
①
酸

素
が
多
い
地
表
面
の
上
ま
で
根
を
形
成
す
る

地
表
根
形
成
能
（
図
２
）
や
、
②
低
酸
素
と

な
っ
た
根
端
に
酸
素
を
供
給
す
る
た
め
に
根

の
皮
層
に
空
洞
を
形
成
す
る
通
気
組
織
形
成

能
（
図
３
）
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

分
け
て
遺
伝
解
析
を
進
め
、
耐
湿
性
に
関
与

す
る
遺
伝
子
の
染
色
体
上
の
位
置
を
特
定
す

る
こ
と
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
テ
オ
シ
ン
ト
の
耐
湿
性
遺
伝
子
を

戻
し
交
雑
に
よ
っ
て
優
良
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
自
殖
系
統M

i29

に
集
積
し
、
水
田

転
換
畑
に
お
い
て
も
栽
培
で
き
る
画
期

的
な
耐
湿
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作
出
を

進
め
て
い
ま
す
。
以
上
の
成
果
は
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
み
な
ら
ず
、
他
の
畑
作
物

の
耐
湿
性
向
上
の
た
め
の
研
究
の
道
筋

と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
生
研
セ
ン
タ
ー
「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
基
礎
的
研
究
推
進
事

業
」
に
お
い
て
、
テ
オ
シ
ン
ト
の
通
気

組
織
形
成
能
を
支
配
す
る
遺
伝
子
を
単

離
し
、
遺
伝
子
導
入
を
行
う
こ
と
で
コ

ム
ギ
な
ど
の
イ
ネ
科
作
物
に
も
応
用
す

る
と
い
う
共
同
研
究
に
着
手
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

近
縁
種
テ
オ
シ
ン
ト
を
利
用
し
た

　
　
　
　

 

耐
湿
性
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
育
種

地表根

トウモロコシ（地表根無し）　　テオシント（地表根有り）
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平
成
十
九
年
度
か
ら
放

牧
に
よ
る
牛
乳
の
プ
レ
ミ

ア
ム
化
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
消
費
者
か
ら
の
「
健

康
に
良
い
牛
乳
」
の
要
望

に
応
え
る
た
め
、
放
牧
が

牛
の
健
康
を
増
進
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
機
能

性
成
分
を
多
く
含
む
牛
乳
の
生
産
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
研
究
期
間
の
中
で
効
率
的
に
研
究
を
推
進

す
る
た
め
に
、
課
題
間
で
の
連
携
を
取
っ
て
い
ま
す
。
外
部
評
価
委

員
の
北
里
大
学
の
萬
田
教
授
と

東
北
大
学
の
北
澤
准
教
授
の
ご

出
席
を
得
て
、
十
月
九
～
十
日

に
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
家
畜
の
快
適
性
評
価
の
研

究
課
題
が
実
施
さ
れ
て
い
る
東

北
大
学
お
よ
び
東
北
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
の
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド

を
視
察
し
、
研
究
の
進
捗
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。
得
ら
れ
た

成
果
に
つ
い
て
、
参
加
者
か
ら

活
発
な
討
議
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岩
手
県
奥
州
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
の
山
口
氏
、
宮
古
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
川
村
氏
の

ご
協
力
に
よ
り
、
乳
牛
の
放
牧
を
実
施
し
て
い
る
農
家
や
育
成
セ
ン

タ
ー
を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
放
牧
管
理
研
究
チ
ー
ム
長　

栂
村
恭
子
）

放牧牛乳のプレミアム化に向けた現地検討会

　

平
成
二
十
年
十
月
二
十
〜
二
十
一
日
に
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
が
担
当
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
検
討
会
は
第
一
回
目
が
昭
和

三
十
八
年
に
開
催
さ
れ
、
育
種
担
当
拠
点
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、

持
回
り
開
催
し
て
い
ま
す
。
飼
料
作
物
は
育
種
の
歴
史
が
浅
く
、
イ

ネ
等
の
主
要
作
物
の
自
殖
性
に
対
し

て
他
殖
性
な
の
で
、
当
初
は
検
討
内

容
も
育
種
方
法
の
勉
強
会
的
色
合
い

が
濃
厚
で
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
頃

か
ら
育
種
の
現
状
と
今
後
の
方
向
を

テ
ー
マ
に
育
種
目
標
や
選
抜
の
効
率

化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
現
地
も
育

種
圃
場
主
体
か
ら
、
生
産
現
場
に
シ

フ
ト
し
て
い
ま
す
。
ソ
ル
ガ
ム
、
エ

ン
バ
ク
、
イ
タ
リ
ア
ン
等
の
育
種
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
が
、
議
論
の
中
心
は
、
穀
物
高
騰
の
折
か
ら

二
期
作
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
安
定
・
多
収
に
つ
い
て
で
し
た
。
二
期
作

目
は
対
応
品
種
数
も
少
な
く
、

南
方
さ
び
病
等
の
障
害
抵
抗
性

に
加
え
、
子
実
の
安
定
多
収
が

更
に
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
十
九

年
設
立
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で

は
二
期
作
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
自

給
飼
料
の
ベ
ー
ス
と
し
て
発
酵

Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
調
製
し
て
お
り
、
地

域
飼
料
基
地
と
し
て
不
可
欠
の

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
支
え
る
品
種
開
発
が
急
務
で
あ
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
に
よ
る
育

種
の
効
率
化
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

（
草
地
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

杉
田
紳
一
）

平成 20 年度飼料作物育種現地検討会の開催

東北大学付属複合生態フィールド教育研究
センターの試験地

大分県畜産試験場における品種選定試験

配送を待つ発酵TMR

　東北農業研究センター日本短角研究チーム
　の試験地
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平
成
二
十
年
十
月
十
六
日
に
、
長

野
県
御
代
田
町
に
お
い
て
、「
中
山

間
地
有
畜
農
業
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
０
０
８
〝
牧
へ
の
い
ざ
な
い
”」

を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
長
野
県
内

だ
け
で
な
く
県
外
か
ら
も
多
く
の
方

に
参
加
い
た
だ
き
、
盛
況
な
会
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
開
催
し
た
同
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
家
畜
を
利
用
し

た
中
山
間
地
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
、
農
村
環
境
、
獣
害
対
策
、
放
牧
と
い
っ
た
異
分
野
の
講
演
や
ポ

ス
タ
ー
発
表
を
行
い
、
総
論
的
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

各
論
と
し
て
放
牧
を
取
り
上
げ
、
特
に
中
山
間
地
の
有
畜
農
業
を
支

え
て
行
く
た
め
に
不
可
欠
な
公
共
牧
場
に
つ
い
て
講
演
会
と
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
実
務
者
と
研
究
者
五
人
か
ら
、
現
状
と
課
題
の
報
告
、
活
性
化

へ
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
講
演
者
全
員
に
よ
る
総
合

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
公
共
牧
場
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
野
生
動
物
に
よ
る
食
害
や
美
ヶ
原
牧
場
で
の
取
組
な
ど
へ
の
質

問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
発
表
は
、
講
演
会
を
間

に
挟
ん
で
行
わ
れ
、
全
国
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
放
牧
研
究
者
の
研
究
成
果

二
十
一
課
題
が
展
示
さ
れ
、ポ
ス
タ
ー

の
前
で
活
発
な
論
議
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

 

（
山
地
畜
産
研
究
チ
ー
ム
長

　

池
田
哲
也
）

中山間地有畜農業ワークショップ 2008「牧へのいざない」

平成 20 年度問題別研究会「家畜の快適性、健全性を考える」の開催

　

平
成
二
十
年
十
月
二
十

～
二
十
一
日
、
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
テ
ー

マ
と
す
る
標
記
問
題
別
研

究
会
が
、
畜
産
技
術
協

会
、
家
畜
栄
養
生
理
研
究

会
と
の
共
催
に
よ
り
、
エ

ポ
カ
ル
つ
く
ば
に
お
い
て

一
八
五
名
の
参
加
者
を
得

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
に
基
づ
く
家
畜
飼
養
方

式
は
欧
米
諸
国
に
お
い
て
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
、
わ
が
国
で
も
農

林
水
産
省
に
よ
り
検
討
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
概
念
は
わ
が

国
で
は
な
じ
み
が
薄
く
、
必
ず
し
も
十
分
な
合
意
は
形
成
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
今
日
の
社
会
に
お
い
て
、
畜
産

業
の
展
開
方
向
に
影
響
を
及
ぼ
す
考
え
方
の
一
つ
で
あ
り
、
研
究
サ

イ
ド
か
ら
の
取
り
組
み
も
前
向
き
に
進
め
る
べ
き
課
題
で
す
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
行
政
、
大
学
、
民
間
・
団
体
、
研
究
機
関
の
皆
さ

ん
か
ら
話
題
提
供
が
あ
り
、
農
水
省
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
あ
り
方
や
付
加
価
値
と
し
て
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
に
つ
い
て
熱
心
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
術

研
究
会
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
研
究
報
告
や
福
祉

的
給
餌
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
研
究
な
ど
六
題
の
講
演
が
あ
り
、
こ
の

問
題
へ
の
取
り
組
み
の
多
様
性
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
会
開
催
を
機
に
、
皆
さ
ん
に
こ
の
問
題
を
身
近
な
も
の
と
捉

え
て
い
た
だ
き
、
研
究
が
さ
ら
に
加
速
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
畜
産
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

寺
田
文
典
）



Spot News

　

平
成
二
十
年
十
月
十
八
日
は
大
変
な
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
一
五
二
〇
人
の
来
訪
が
あ
り
ま
し
た
。
十
月
第
三
土

曜
日
の
開
催
も
十
分
認
知
さ
れ
、
地
域
の
行
事
と
し
て

し
っ
か
り
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

研
究
紹
介
で
は
パ
ネ
ル
展
示
、
藤
荷
田
山
の
生
態
試
験

地
ツ
ア
ー
、「
牛
乳
・
牛
肉
の
こ

と
」・「
草
地
に
生
き
る
昆
虫
」
の

お
話
等
の
恒
例
メ
ニ
ュ
ー
に
加

え
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

携
わ
っ
た
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
「
ボ
リ
ビ

ア
の
農
業
と
畜
産
」
も
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
牛
肉
試
食
、
牛
乳

の
飲
み
比
べ
、
バ
タ
ー
作
り
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
体
験
、
さ
つ

ま
芋
掘
り
、
農
機
具
展
示
・
実
演
等
を
行
い
、
大
変
好
評
で

し
た
。
お
み
や
げ
の
三
色
卵
、
所
内
産
完
熟
堆
肥
、
ヒ
マ

ワ
リ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

公
開
デ
ー
直
後
に
見
た

農
業
体
験
の
テ
レ
ビ
放
映

で
「
大
根
っ
て
こ
ん
な
に

簡
単
に
抜
け
る
ん
で
す

ネ
ー
」
と
の
感
想
。
農
の

現
場
と
消
費
者
間
の
距
離

は
大
き
い
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
。
所
の
研
究
紹
介

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
距
離
の
縮
小
も
公
開
デ
ー
の

重
要
な
機
能
で
あ
り
、
今
後
も
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
メ

ニ
ュ
ー
の
拡
大
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

（
那
須
研
究
拠
点
所
公
開
実
行
委
員
長

　

草
地
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

杉
田
紳
一
）
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韓
国
の
建
国
大
学
と
結
ん
だ
Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
覚
書
）
に
基
づ

き
、
同
大
学
畜
産
学
科
の
二
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
の

十
五
名
の
研
修
生
を
、
平
成
二
十
年
七
月
二
十
二
日
か
ら

八
月
二
十
一
日
ま
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。
本
研
修
は
、
第

一
回
が
平
成
二
十
年
一
月
に
行
わ
れ
、
今
回
が
二
回
目
で

し
た
。
研
修
は
、
つ
く
ば
、
那
須
、
御
代
田
の
各
研
究
拠

点
で
行
わ
れ
、
各
研
究
チ
ー
ム
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
動
物
・
植
物
の
バ
イ
テ
ク
、

飼
料
調
製
、
家
畜
の
栄
養
生
理
な
ど
に
関
連
す
る
実
験
、

実
習
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で
は
、

大
学
内
で
実
際
に
実
験
器
具
を
扱
え
る
時
間
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
三
、四
年
生
は
時
間
を
か
け
て
行
っ
た
実
験
や

実
習
に
満
足
し
、
二
年
生
は
講
義
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た

畜
産
の
設
備
や
機

械
を
目
の
当
た
り

に
し
た
こ
と
に
感

激
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
慣
れ
な
い

海
外
で
の
生
活
で
、

一
時
的
に
体
調
を

崩
す
学
生
も
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
だ

け
に
貴
重
な
経
験

が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
学
生
の
中
か
ら
、
将
来
、
世

界
的
な
成
果
を
も
た
ら
す
研
究
者
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
本
研
修
に
ご
協
力
頂
い
た
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
（
企
画
管
理
部 

業
務
推
進
室
長　

塩
谷　

繁
） 受け入れた韓国建国大学の学生
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